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ご注意書き 

 

1. 本資料に記載されている内容は本資料発行時点のものであり、予告なく変更することがあります。当社製品

のご購入およびご使用にあたりましては、事前に当社営業窓口で最新の情報をご確認いただきますとともに、

当社ホームページなどを通じて公開される情報に常にご注意ください。 
2. 本資料に記載された当社製品および技術情報の使用に関連し発生した第三者の特許権、著作権その他の知的

財産権の侵害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。当社は、本資料に基づき当社または第三者の

特許権、著作権その他の知的財産権を何ら許諾するものではありません。 
3. 当社製品を改造、改変、複製等しないでください。 
4. 本資料に記載された回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報は、半導体製品の動作例、応用例を説

明するものです。お客様の機器の設計において、回路、ソフトウェアおよびこれらに関連する情報を使用す

る場合には、お客様の責任において行ってください。これらの使用に起因しお客様または第三者に生じた損

害に関し、当社は、一切その責任を負いません。 
5. 輸出に際しては、「外国為替及び外国貿易法」その他輸出関連法令を遵守し、かかる法令の定めるところに

より必要な手続を行ってください。本資料に記載されている当社製品および技術を大量破壊兵器の開発等の

目的、軍事利用の目的その他軍事用途の目的で使用しないでください。また、当社製品および技術を国内外

の法令および規則により製造・使用・販売を禁止されている機器に使用することができません。 
6. 本資料に記載されている情報は、正確を期すため慎重に作成したものですが、誤りがないことを保証するも

のではありません。万一、本資料に記載されている情報の誤りに起因する損害がお客様に生じた場合におい

ても、当社は、一切その責任を負いません。 
7. 当社は、当社製品の品質水準を「標準水準」、「高品質水準」および「特定水準」に分類しております。また、

各品質水準は、以下に示す用途に製品が使われることを意図しておりますので、当社製品の品質水準をご確

認ください。お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、「特定水準」に分類された用途に当

社製品を使用することができません。また、お客様は、当社の文書による事前の承諾を得ることなく、意図

されていない用途に当社製品を使用することができません。当社の文書による事前の承諾を得ることなく、

「特定水準」に分類された用途または意図されていない用途に当社製品を使用したことによりお客様または

第三者に生じた損害等に関し、当社は、一切その責任を負いません。なお、当社製品のデータ・シート、デ

ータ・ブック等の資料で特に品質水準の表示がない場合は、標準水準製品であることを表します。 
標準水準： コンピュータ、OA 機器、通信機器、計測機器、AV 機器、家電、工作機械、パーソナル機器、

産業用ロボット 
高品質水準： 輸送機器（自動車、電車、船舶等）、交通用信号機器、防災・防犯装置、各種安全装置、生命

維持を目的として設計されていない医療機器（厚生労働省定義の管理医療機器に相当） 
特定水準： 航空機器、航空宇宙機器、海底中継機器、原子力制御システム、生命維持のための医療機器（生

命維持装置、人体に埋め込み使用するもの、治療行為（患部切り出し等）を行うもの、その他

直接人命に影響を与えるもの）（厚生労働省定義の高度管理医療機器に相当）またはシステム

等 
8. 本資料に記載された当社製品のご使用につき、特に、最大定格、動作電源電圧範囲、放熱特性、実装条件そ

の他諸条件につきましては、当社保証範囲内でご使用ください。当社保証範囲を超えて当社製品をご使用さ

れた場合の故障および事故につきましては、当社は、一切その責任を負いません。 
9. 当社は、当社製品の品質および信頼性の向上に努めておりますが、半導体製品はある確率で故障が発生した

り、使用条件によっては誤動作したりする場合があります。また、当社製品は耐放射線設計については行っ

ておりません。当社製品の故障または誤動作が生じた場合も、人身事故、火災事故、社会的損害などを生じ

させないようお客様の責任において冗長設計、延焼対策設計、誤動作防止設計等の安全設計およびエージン

グ処理等、機器またはシステムとしての出荷保証をお願いいたします。特に、マイコンソフトウェアは、単

独での検証は困難なため、お客様が製造された最終の機器・システムとしての安全検証をお願いいたします。 
10. 当社製品の環境適合性等、詳細につきましては製品個別に必ず当社営業窓口までお問合せください。ご使用

に際しては、特定の物質の含有･使用を規制する RoHS 指令等、適用される環境関連法令を十分調査のうえ、

かかる法令に適合するようご使用ください。お客様がかかる法令を遵守しないことにより生じた損害に関し

て、当社は、一切その責任を負いません。 
11. 本資料の全部または一部を当社の文書による事前の承諾を得ることなく転載または複製することを固くお

断りいたします。 
12. 本資料に関する詳細についてのお問い合わせその他お気付きの点等がございましたら当社営業窓口までご

照会ください。 
 
注 1. 本資料において使用されている「当社」とは、ルネサスエレクトロニクス株式会社およびルネサスエレク

トロニクス株式会社がその総株主の議決権の過半数を直接または間接に保有する会社をいいます。 
注 2. 本資料において使用されている「当社製品」とは、注 1 において定義された当社の開発、製造製品をいい

ます。 
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�

　①静電気対策（MOS全般）�
　　注意　MOSデバイス取り扱いの際は静電気防止を心がけてください。�

　MOSデバイスは強い静電気によってゲート絶縁破壊を生じることがあります。運搬や保存の際に
は，NECが出荷梱包に使用している導電性のトレーやマガジン・ケース，または導電性の緩衝材，
金属ケースなどを利用し，組み立て工程にはアースを施してください。プラスチック板上に放置し
たり，端子を触ったりしないでください。�
　また，MOSデバイスを実装したボードについても同様の扱いをしてください。�

�

　②未使用入力の処理（CMOS特有）�
　　注意　CMOSデバイスの入力レベルは固定してください。�

　バイポーラやNMOSのデバイスと異なり，CMOSデバイスの入力に何も接続しない状態で動作させ
ると，ノイズなどに起因する中間レベル入力が生じ，内部で貫通電流が流れて誤動作を引き起こす恐
れがあります。プルアップかプルダウンによって入力レベルを固定してください。また，未使用端子
が出力となる可能性（タイミングは規定しません）を考慮すると，個別に抵抗を介してVDDまたは
GNDに接続することが有効です。�
　資料中に「未使用端子の処理」について記載のある製品については，その内容を守ってください。�

�

　③初期化以前の状態（MOS全般）�
　　注意　電源投入時，MOSデバイスの初期状態は不定です。�

　分子レベルのイオン注入量等で特性が決定するため，初期状態は製造工程の管理外です。電源投入
時の端子の出力状態や入出力設定，レジスタ内容などは保証しておりません。ただし，リセット動作
やモード設定で定義している項目については，これらの動作ののちに保証の対象となります。�
　リセット機能を持つデバイスの電源投入後は，まずリセット動作を実行してください。�

CMOSデバイスの一般的注意事項�
�
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NEASCOT-S20，EEPROMは，日本電気株式会社の商標です。

�
　本資料の内容は予告なく変更することがありますので，最新のものであることをご確認の上ご使用くだ

さい。�

　文書による当社の承諾なしに本資料の転載複製を禁じます。�
　本資料に記載された製品の使用もしくは本資料に記載の情報の使用に際して，当社は当社もしくは第三
者の知的財産権その他の権利に対する保証または実施権の許諾を行うものではありません。上記使用に
起因する第三者所有の権利にかかわる問題が発生した場合，当社はその責を負うものではありませんの
でご了承ください。�

　本資料に記載された回路，ソフトウエア，及びこれらに付随する情報は，半導体製品の動作例，応用例
を説明するためのものです。従って，これら回路・ソフトウエア・情報をお客様の機器に使用される場
合には，お客様の責任において機器設計をしてください。これらの使用に起因するお客様もしくは第三
者の損害に対して，当社は一切その責を負いません。�

　当社は品質，信頼性の向上に努めていますが，半導体製品はある確率で故障が発生します。当社半導体
製品の故障により結果として，人身事故，火災事故，社会的な損害等を生じさせない冗長設計，延焼対
策設計，誤動作防止設計等安全設計に十分ご注意願います。�

　当社は，当社製品の品質水準を「標準水準」，「特別水準」およびお客様に品質保証プログラムを指定
して頂く「特定水準」に分類しております。また，各品質水準は以下に示す用途に製品が使われること
を意図しておりますので，当社製品の品質水準をご確認の上ご使用願います。�

　　標準水準：コンピュータ，OA機器，通信機器，計測機器，AV機器，家電，工作機械，パーソナル機�
器，産業用ロボット�

　　特別水準：輸送機器（自動車，列車，船舶等），交通用信号機器，防災／防犯装置，各種安全装置，
生命維持を直接の目的としない医療機器�

　　特定水準：航空機器，航空宇宙機器，海底中継機器，原子力制御システム，生命維持のための医療機�
器，生命維持のための装置またはシステム等�

　当社製品のデータ・シート／データ・ブック等の資料で，特に品質水準の表示がない場合は標準水準製
品であることを表します。当社製品を上記の「標準水準」の用途以外でご使用をお考えのお客様は，必
ず事前に当社販売窓口までご相談頂きますようお願い致します。�

M7　98.8

•

•
•

•

•

•
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巻末にアンケート・コーナを設けております。このドキュメントに関するご意見を

お気軽にお寄せください。
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は　じ　め　に

対 象 者  このマニュアルは，µ PD98405の機能を理解し，それを用いたアプリケーション・システムを設計する

エンジニアを対象としています。

目　　的　このインフォメーションは，ユーザの方からご質問いただいた内容をまとめたものです。製品の使用ま

たは応用システムのご検討中に不明な点が出た場合に，ご参照いただくことを目的としています。

読 み 方　不明な内容を目次より索引してください。

このマニュアルの読者には，電気，論理回路，マイクロコンピュータの一般知識を必要とします。

また，必ず最新のユーザーズ・マニュアル，データ・シートを合わせてご参照ください。

関連資料　●　データ・シート ：S12689J

●　ユーザーズ・マニュアル ：S12250J

凡    例　データ表記の重み ：左が上位桁，右が下位桁

アクティブ・ロウの表記 ：XXX_B（端子，信号名称に_B）

メモリ・マップのアドレス ：上部－下位，下部－上位

数の表記 ： 2進数…XXXXまたは XXXXB

           10進数…XXXX

 16進数…XXXXh
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第1章   端　　子

Q.1.1     

PHRST_B端子の動作について教えてほしい。

A.1.1     

PHRST_B端子は，RST_B端子がロウ・レベルになると同時にロウ・レベルになります。RST_B端子がハイ・

レベルになってから最小 17クロック（SCLK入力）間，ロウ・レベルを保持します。

Q.1.2   
PHRST_B端子は，内蔵 PHYモードのときも有効か？

  

A.1.2   
有効です。RST_B 端子へのロウ・レベル入力またはソフトウエア・リセットにより，PHRST_B 端子はロウ・

レベルを出力します。

Q.1.3   
内蔵 PHYを使用しないとき，AVDD3, HVDD3, RVDD3の各電源端子に品質の高い電源を供給する必要があるか？

A.1.3     

内蔵 PHY を使用しないときは，AVDD3, HVDD3, RVDD3 の各電源をケアする必要はありません。デジタル部

（VDD3）と同様の+3.3V電源を供給してください。
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第2章   PCIインタフェース

Q.2.1     

PCIコンフィグレーション・レジスタの Cache line sizeの設定を教えほしい。

A.2.1   
µ PD98405は Cache line sizeとして，4，8，16ワードのみをサポートします。Cache line size = 4，8，16

の設定が有効で，その他の値が設定されたときはキャッシュ境界を意識した転送は行いません。

Q.2.2   
マスタ時にµ PD98405が発行する PCIコマンドについて教えてほしい。

A.2.2     

µ PD98405　ユーザーズ・マニュアル　4.2.4　マスタ・トランザクション を参照してください。ただし，リー

ド・コマンドについては Cache line sizeの設定により，発行コマンドが異なります。

Cache line size = 4，8，16の設定のとき，µ PD98405　ユーザーズ・マニュアル　4.2.4　（１）（ａ）リー

ド・トランザクション に示すコマンド発行になります。

Cache line size = 4，8，16以外の設定のとき，µ PD98405は常にメモリ・リード・コマンドを発行します。

リード・コマンドの種類を認識して処理を行うシステムでは注意してください。

Q.2.3   
PCIコンフィグレーション・レジスタの Latency timerの設定を教えてほしい。

A.2.3     

Latency timerの設定は，設定値の下位 3ビットがマスクされた値として有効になります。

つまり，Latency timer = 0，8，16，．．．，248となります。

Q.2.4   
PCIコンフィグレーション・レジスタの Retry timerの機能を教えてほしい。

A.2.4     

µ PD98405は，Retry, Disconnect, Latency timeoutを Retry timer回数としてカウントします。これらすべて

の転送中断回数が Retry timer設定値を越えた場合，GSRレジスタの FERRビットをセットして動作を停止

します。
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Q.2.5   
µ PD98405がターゲット時に，異常コマンドを受けるとどのようになるのか？

A.2.5     

µ PD98405は，その転送に応答しません（DEVSEL_Bをアクティブにしません）。

異常コマンドは，次に示すもの以外のコマンドになります。

Memory Read

Memory Read Line

Memory Read Multiple

Memory Write

Memory Write And Invalidate

I/O Read

I/O Write

Configuration Read

Configuration Write

Q.2.6   
µ PD98405のレジスタは I/O空間，メモリ空間のどちらにマッピングされるか？

A.2.6     

I/O空間，メモリ空間の両方を使用することができます。I/O空間，メモリ空間の同時使用も可能です。

Q.2.7   
PCI バス上に転送要求するマスタがいないときにアービタに選択されれば AD 線をドライブするといった，

アービトレーション・パーキングのマスタ動作をサポートするか？

A.2.7     

サポートします。

Q.2.8   
32-bit PCI使用のとき，ACK64_B，REQ64_B端子の処理を教えてほしい。

A.2.8     

ACK64_B，REQ64_B端子は外部でプルアップしてください。

第 2章　PCIインタフェース
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Q.2.9   
PCIモードでビッグ・エンディアンを使用できるか？

A.2.9     

PCIモードではビッグ・エンディアンを使用できません。リトル・エンディアンのみとなります。汎用バス・

モードのときビッグ／リトル・エンディアンの切り替えができます。

Q.2.10   
PCIコンフィグレーション・レジスタの Revision IDの値を教えてほしい。また，この値はデバイスのバージョ

ンによって変化するか？

A.2.10     

Revision ID = 01hであり，この値はすべてのバージョンで共通です。µ PD98405内部レジスタの VERレジス

タの値はバージョンによって異なります。VER レジスタを使用してデバイスのバージョンを認識することが

できます。

Q.2.11   
PCIコンフィグレーション・レジスタの Status bit31-27, 24に 0をライトできないが，なぜか？

A.2.11     

Status レジスタへのライト動作は PCI 規格に準拠した動作になります。値 0 がライトされたビットはその値

を保持し，値 1がライトされたビットは 0にクリアされます。

Q.2.12   
µ PD98405がマスタとなり転送を行う場合のバースト・サイズに関係する設定を教えてほしい。

A.2.12     

GMRレジスタの ADビット，コンフィグレーション・レジスタの Cache line size，Latency timerの設定が関

係します。

第 2章　PCIインタフェース
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Q.2.13   
EEPROMTMの接続チェック，自動ロードにどれくらいの時間がかかるか？

A.2.13     

接続チェックに約 600クロック（CLK入力），自動ロードに約 2400クロック（CLK入力）かかります。

Q.2.14   
64ビット PCIの認識について教えてほしい。

A.2.14     

µ PD98405 は，リセットの最後（RST_B の立ち上がり）で REQ64_B 信号をサンプリングし，REQ64_B が

ロウ・レベルのとき 64ビット PCIと認識して，64ビット PCI転送を行います。

サンプリングRST_B

REQ64_B

Q.2.15   
64ビット PCIを使用する場合の設定について教えてほしい。

A.2.15     

A.2.14で示したように 64ビット PCIの認識を行い，GMRレジスタの E64ビット = 1に設定すると 64ビッ

ト転送が可能になります。64 ビット・アドレシングを使用する場合は，PBAH レジスタに 0 以外の値を設定

してください。

Q.2.16   

Fast back-to-backの回数を教えてほしい。

A.2.16

Fast back-to-backの最大回数は，GMRレジスタ BBLフィールドに設定します。BBL = 1と設定すると，Fast

back-to-backの最大回数が 1回となり，2つの転送が Fast back-to-backで実行されます。BBLの最大回数は，

7回になります。また，BBL = 0と設定するとディスエーブルとなり，Fast back-to-backは実行されません。

第 2章　PCIインタフェース
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第3章   UTOPIA インタフェース

Q.3.1     

TCLAV信号は，どのタイミングでディアサートすればよいか？

A.3.1

H2（セル・ヘッダの 2バイト目）～P44（ペイロードの 44バイト目）の間にディアサートしてください。H1

でディアサートしないでください。

Q.3.2   
TCLKと RCLKの位相差（遅延）はどれくらいか？

A.3.2

TCLKと RCLKの位相差について正式に規定しているものはありません。

Q.3.3   
TCLKと RCLKの周波数および SCLKからの遅延はどれくらいか？

A.3.3

TCLKと RCLKは，SCLK入力がそのまま出力されます。そのときの遅延は次のようになります。

SCLK→TCLK遅延　MAX. 15 ns

SCLK→RCLK遅延　MAX. 15 ns

  T S O C

T x 7 - T x 0

T x C L A V

T E N B L _ B

 T C L K

58575655545352515054321

H 2 P4 5P4 4 XXH 1X XP4 8P4 7P4 6
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Q.3.4   
UTOPIAのクロック（TCLK，RCLK）は，SCLKがそのまま出力されるとあるが，その他のクロックを使うこ

とはできるか？

A.3.4

UTOPIAクロック（TCLK，RCLK）は，SCLKがそのまま出力され，その他のクロックを使うことはできませ

ん。

Q.3.5   
セル・レベル・ハンドシェーク時，RCLAV信号はセル転送途中でディアサートすることが可能か？

A.3.5

可能です。µ PD98405は，RCLAV信号がディアサートされているあいだ，Rx7- Rx0のデータを取り込みませ

ん。再度 RCLAV信号がアサートされると，Rx7- Rx0を有効データとして取り込みを開始します。

Q.3.6   
No Dropモード（GMRレジスタ DR=1）において，RENBL_B信号は，オクテットまたはセル・レベル・ハン

ドシェーク・モードで同じ動作か？

A.3.6

同じです。動作の詳細は，ユーザーズ・マニュアル　4.3.1　UTOPIAインタフェース を参照してください。

Q.3.7   
TENBL_B端子がインアクティブ（ハイ・レベル）のとき，Tx7-Tx0端子の状態はどのようになるのか？

A.3.7

Tx7-Tx0端子からは，0が出力されます。

Q.3.8   
UTOPIAインタフェースに外部 PHYデバイスを接続して使用するが，PHYの制御は外部インタフェースから

行う。このとき，µ PD98405の PHYコントロール・インタフェースは使用する必要があるか？

A.3.8

µ PD98405の PHYコントロール・インタフェースは未使用で問題ありません。この場合，PHINT_B端子を外

部でプルアップする必要があります。そのほかはオープンで問題ありません。

第 3章　UTOPIAインタフェース
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第4章   コントロール・メモリ

Q.4.1     

コントロール・メモリの自動初期化は，コントロール・メモリが最大サイズ実装されていないときでも問題な

く行われるか？

A.4.1

問題なく行われます。自動初期化の詳細については，µ PD98405 ユーザーズ・マニュアル　5.2　コントロー

ル・メモリの設定 を参照してください。

Q.4.2   
使用する VC数が少ない場合，コントロール・メモリの容量を減らすことができるか？

A.4.2

使用する VC数にあわせて，コントロール・メモリの容量を減らすことができます。容量の決定方法について

は，µ PD98405  ユーザーズ・マニュアル　5.2  コントロール・メモリの設定 を参照してください。

Q.4.3   
コントロール・メモリとして使用する SRAMの条件を教えてほしい。

A.4.3

下記の条件を満たす SRAMを使用することができます。

・ +3.3Vまたは+5V品

・ 動作スピード 15 ns程度（SCLK = 25 MHzの場合），動作スピードは SCLK入力に依存

・ 合計 32ビット幅で 8ビット単位のイネーブル制御が必要

Q.4.4   
ホスト CPUからコントロール・メモリにアクセスするにはどのようにすればよいか？

A.4.4

ホスト CPU からµ PD98405 を介してコントロール・メモリにアクセスすることができます。ホスト CPU か

ら Indirect_Accessコマンドを発行することでコントロール・メモリのリード／ライトができます。
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Q.4.5   
リセット後のコントロール・メモリ自動初期化にはどれくらいの時間がかかるか？

A.4.5

32Kクロック（SCLK入力）の時間がかかります。コントロール・メモリ自動初期化にかかる時間は，コント

ロール・メモリのサイズには依存せず，32Kクロックで一定です。

Q.4.6   
リセット後のコントロール・メモリ自動初期化において，コントロール・メモリの内容は 0クリアされるか？

A.4.6

コントロール・メモリ自動初期化において，µ PD98405 はブロック番号をライトするだけで，その他の領域

は 0クリアされません。このため，コントロール・メモリの初期化は，ホストが全領域を 0クリアしたあと，

ソフトウエア・リセットを実行して自動初期化（ブロック番号のライト）が行われるようにしてください。

第 4章　コントロール・メモリ
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第5章   メールボックス

Q.5.1     

メールボックスは，64Kバイトの境界をまたいで設定することはできるか？

A.5.1

できません。メールボックスは，MSHレジスタ（メールボックス・スタート・アドレスの上位 16ビット）で

設定される 64Kバイトの中に収める必要があります。つまり，メールボックスを最大サイズ（約 64Kバイト）

使用する場合は，MSLレジスタを 0と設定する必要があります。

メールボックス

メールボックス

XXX10000h

OK NG

XXX20000h XXX20000h

64Kバイト境界

64Kバイト境界

システム・メモリ システム・メモリ

XXX10000h64Kバイト境界

64Kバイト境界

Q.5.2   
メールボックス・フルになるタイミングと送受信動作停止について教えてほしい。

A.5.2

メールボックス・フルが発生（通知）するのは，当該インディケーションをメールボックスに正常にライトし，

そのライトによりフルになったときです。送受信動作が停止するのは，その後フルになっているメールボック

スに次のインディケーションをライトしようとするタイミングからです。



23インフォメーション  S14628JJ1V0IF00

第6章   送信スケジューラ

Q.6.1   
スケジューラ・レジスタ設定（I, M, Pパラメータ）と実際の送信レートの関係について教えてほしい。

A.6.1

スケジューラ・レジスタ（I, M, Pパラメータ）の設定はセル単位で行います。平均レートは，Mセルにつき I

セルの有効セル送信の I/Mで設定されます。ピーク・レートは，有効セル間隔が Pセル間隔と設定されます。

スケジューラ・レジスタ設定による実際の送信レートは，接続される回線側 PHYデバイスの速度（回線速度）

に依存します。回線速度と実際の送信レートの関係について計算式を示します。

平均レート = I/M x 回線速度

ピーク・レート = 回線速度／(P+1)

次に回線速度が 155.52 Mbpsの場合の設定例を示します。

例：回線速度 155.52 Mbps，平均レート 38.88 Mbps，ピーク・レート 51.84 Mbps

　I/M = 38.88/155.52 = 1/4

　P = (155.52/51.84) - 1 = 2

Q.6.2     

スケジューラ・レジスタ設定において I/M = 1/10と I/M = 10/100ではセル・スケジューリングとして同じ動作

か？

A.6.2

同じスケジューリング動作になります。

Q.6.3   
2つ以上のシェーパのプライオリティを同一にすることは可能か？

A.6.3

可能です。それぞれのシェーパのスケジューラ・レジスタの PRIORITYフィールドに同一の値を設定すること

により，シェーパのプライオリティを同一にできます。同一プライオリティのシェーパにおいて，セル送出タ

イミングが重なった場合は，ラウンド・ロビン・アルゴリズムを使用して，それぞれのシェーパで順番にセル

送出されます。
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Q.6.4   
各 VC間の帯域制御を行うことは可能か（たとえば，VC1と VC2のセル送出間隔をあけるなど）？

A.6.4

可能です。アンアサインド・セル・ジェネレータを使用し，強制的に帯域を絞ります。アンアサインド・セル・

ジェネレータを最高プライオリティに設定し動作させることにより，すべてのデータ・セル間隔がアンアサイ

ンド・セル・ジェネレータ使用帯域だけひらくことになります。

アンアサインド・セル・ジェネレータ使用時のセル送出

　　シェーパ 0をアンアサインド・セル・ジェネレータに設定

　　シェーパ 0設定：I/M = 2/3, P = 0, C = 2

VC1 VC2 VC3 VC1 VC2 VC3UN UN UN UN UN UN UN UN UN UN UN UN

セル送出例：

　　VC1, VC2, VC3がシェーパ 1使用

　　シェーパ 1設定：I/M = 1/9, P = 0, C = 2

通常時のセル送出 VC1, 2, 3：データ・セル

UN：アンアサインド・セル

VC1 VC2 VC3 VC1 VC2 VC3UN UN UN UN UN UN UN UN UN UN UN UN

アンアサインド・セル・ジェネレータにより

送出されるアンアサインド・セル

Q.6.5   
アグリゲート・モードのシェーパにおいて，そのシェーパにリンクしている各 VCの帯域はどのようになるの

か？

A.6.5

アクティブで送信中の各 VCが，そのシェーパの帯域を等分割して使用します。たとえば，アグリゲート・モー

ドのシェーパ（シェーパ設定：I/M = 11/1, P = 0, C = 2）に 3VC（VC1，VC2，VC3）が登録されていて，3VC

すべてが送信中のとき，各 VCの帯域はシェーパ設定の 1/3になります。

　VC1 = 1/3，VC2 = 1/3，VC3 = 1/3

VC1と VC2が送信中のときは次のようになります。

　VC1 = 1/2，VC2 = 1/2，VC3 = 0

第 6章　送信スケジューラ
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Q.6.6   
セル送信スケジューリングを行う 1セル時間を教えてほしい。

A.6.6

µ PD98405は，SCLK入力クロックの 36クロックを 1つの単位としてセル送信スケジューリングを行います。

36クロックごとに次に送出するセルを決定します。

Q.6.7   
セル送信スケジューリングと DMA動作の関係を教えてほしい。

A.6.7

µ PD98405は，スケジューラによって 36クロックごとに送出するセルを決定します。送出セルを決定後，セ

ル・データ・リードの DMA 動作を実行します。また，送信 FIFO がフルになった場合，セル・データ・リー

ドの DMA動作が停止します。

Q.6.8   
スケジューラ・レジスタの Aビットはホスト CPUが設定する必要があるか？

A.6.8

スケジューラ・レジスタの Aビットは，µ PD98405が管理，変更するビットです。ホスト CPUが書き換える

必要はありません。ただし，そのシェーパをアンアサインド・セル・ジェネレータとして使用する場合だけ，

ホスト CPUが Aビットをセットする必要があります。

第 6章　送信スケジューラ
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第7章   送信動作

Q.7.1     

送信 FIFOがオーバフローしてセルが廃棄されることがあるか？

A.7.1

ありません。UTOPIAインタフェースなどからセルが送出できず，送信 FIFOがフルになった場合，それ以上

のセル・データ・リード動作を行いません。送信 FIFOに空きができるとデータ・リードを再開します。

Q.7.2   
送信パケット・ディスクリプタで構成される各 VCの送信キューのサイズに制限はあるか？

A.7.2

制限はありません。

Q.7.3   
AAL5用の送信パケット・ディスクリプタにおいてSIZE = 0と設定した場合，どのような送信が行われるのか？

A.7.3

送信動作は正常に行われます。パディング＋トレイラの最終セルが 1つだけ送信されます。トレイラの Length

フィールドは 0になるため，ユーザ・アボートの最終セルになります。

53-byte

CPI CRC-32
パディング
“オール 0”ヘッダ

トレイラ

Length
“オール 0”

 CPCS-
UU

5-byte 2-byte 4-byte1-byte1-byte40-byte
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Q.7.4   
有効パケット・ディスクリプタ→リンク・ポインタ→空白パケット・ディスクリプタの順で送信キューが構成

されているとき，送信完了時，送信 VCテーブルの Tx queue read pointerはどこを指すか？

A.7.4

Tx queue read pointerは，リンク・ポインタの位置を指しています。この場合もパケットを追加して送信を開

始するときは，空白パケット・ディスクリプタの位置に追加して Tx_Readyコマンドを発行してください。

送信完了時の

Tx queue read pointer

送信キュー

リンク・ポインタ

空白 PD

有効 PD

新規パケットは

この位置に追加

Q.7.5   
送信 VCがアクティブで送信中に，パケットを追加することはできるか？

A.7.5

できます。その送信キューの空白パケット・ディスクリプタの位置に新規パケットを追加して Tx_Readyコマ

ンドを発行してください。

第 7章　送信動作



28 インフォメーション  S14628JJ1V0IF00

Q.7.6   
送信 VCテーブルWord0にパケット・ディスクリプタWord0の内容が格納されるのは，どのタイミングか？

A.7.6

Tx_Readyコマンドが発行されたあと，µ　PD98405はパケット・ディスクリプタをリードして，送信 VCテー

ブルWord0にパケット・ディスクリプタWord0の内容を格納します。その後，データ・リードが行われます。

Q.7.7   
シェーパにリンクする VC数に制限はあるか？

A.7.7

ありません。使用している VCすべてを，1つのシェーパにリンクすることも可能です。

Q.7.8   
送信パケット・ディスクリプタの空きフィールド（Word1，Word2 bit31- bit16）は，0以外の値でも問題ない

か？また，システム・メモリ上のその値は書き換えられることはないか？

A.7.8

空きフィールド（Word1，Word2 bit31-16）は，0以外の値でも問題ありません。µ PD98405は 4ワードのパ

ケット・ディスクリプタをリード後，空きフィールドの情報は内部で無視します。また，システム・メモリ上

のその値が書き換えられることはありません。

AALCLPM PTI GFCS/MD/P

31 29 28 27 26 24 23 20 19 18 17 16 15 0

31 0

CPCS-UU

0

31 16 15 0

31 0

SIZE

MB CPI

78

V

0

ADDRESS

C10IMWord0

Word1

Word2

Word3

30

第 7章　送信動作
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Q.7.9   
送信バッファ・ディスクリプタの空きフィールド（Word0 bit30- bit16）は，0以外の値でも問題ないか？また，

システム・メモリ上のその値は書き換えられることはないか？

A.7.9

空きフィールド（Word0 bit30-16）は，0以外の値でも問題ありません。µ PD98405は 2ワードのバッファ・

ディスクリプタをリード後，空きフィールドの情報は内部で無視します。また，システム・メモリ上のその値

が書き換えられることはありません。

0

16 15 0

31 0

ADDRESS

SIZE

3031

LAST

Q.7.10   
送信インディケーションの Packet queue pointerフィールドは何を意味しているのか？

A.7.10

Packet queue pointerフィールドは，送信が完了したパケットの次のパケット・ディスクリプタのアドレスを

示します。送信完了パケットのパケット・ディスクリプタ・アドレスではないので注意してください。また，

そのアドレスは下位 15ビットしか通知されません。

第 7章　送信動作
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Q.7.11   
OAM F5セル送信についてどのような方法があるか？

A.7.11

次の 2つの方法があります。

（1）2つの送信 VCをオープンして，それぞれ同一の VPI/VCI値を設定し，1つの VCを AAL5パケット用，

もう 1つの VCを OAM F5セル用として同時に送信することができます。このときのセル・スケジュー

リングは，それぞれの VCがリンクしているシェーパ設定で決定されます。

（2）1つの送信 VCを使用し，その送信キューのパケット・ディスクリプタを AAL5パケット用，OAM F5セ

ル用とわけて設定することができます。この場合は，AAL5パケット，OAM F5セルと交互に送信されま

す。

（1）

AAL5パケット

AAL5パケット

AAL5 VCテーブル

送信バッファAAL5送信キュー

OAM F5セル

OAM F5セル

OAM F5
VCテーブル

送信バッファOAM F5送信キュー

AAL5パケット

OAM F5セル

共通 VCテーブル

送信バッファAAL5送信キュー
（2）

AAL5

OAM F5

第 7章　送信動作
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第8章   受信動作

Q.8.1     

受信ルックアップ・テーブルでイネーブルに設定していない VPI/VCI値のセルを受信すると，どのようになる

のか？また，それは通知されるか？

A.8.1

受信イネーブルにしていない VPI/VCI値のセルを受信すると，そのセルは内部で廃棄されます。このときに割

り込みなどの通知はありません。無効 VPI/VCIセル・カウンタ（RUECレジスタ）をカウントアップします。

Q.8.2   
Raw セル受信時の CRC-10 エラーはどのように通知されるのか？また，エラー・チェックをディスエーブル

にすることはできるか？

A.8.2

Rawセル受信時の CRC-10 エラーは，Raw セル・データ内の CE ビットで通知されます。このときに割り込

みでの通知はありません。また，CRC-10エラー・チェックは常にイネーブルです。CRC-10エラー・チェッ

クを使用しないときは，Rawセル・データ内の CEビットを無視してください。

31 0

31

16 15

0

31 0

14

TIME STAMP

1

31 0

BYTE 47 BYTE 0

CELL HEADER

8

Word 12

Word 13

Word 14

Word0 to 
Word11

7

31 16 15 0

CEVC  NUMBER

- 0 -

Word15 - 0 -

HEC

24 23

UINFO

8 7
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Q.8.3   
受信プール内のバッチ数に制限はあるか？

A.8.3

最大 64K個です。受信プール・ディスクリプタの Remaining number of batchesフィールドのビット数分にな

ります。

Q.8.4   
VCごとに受信を一時停止することは可能か？

A.8.4

可能です。停止するときは，VC ごとに受信ルックアップ・テーブルのイネーブル・ビットをクリアします。

再開するときは，イネーブル・ビットをセットします。

Q.8.5   
エラー情報を含む受信インディケーションが報告された場合も，受信バッチが消費されていることはあるか？

A.8.5

あります。エラー発生までに消費されたバッチは，受信インディケーション内の Packet size，Packet start

addressフィールドから認識できます。パケットの先頭セル受信時に受信 FIFO オーバランが発生すると，そ

のパケットのセルはすべて内部廃棄されるので，この場合受信バッチの消費はありません。このときは，Packet

size = 0として報告されます。

Q.8.6   
AAL5パケットを受信するとき，受信バッファに格納されるのは AAL5 CPCS-PDUのユーザ・データ部分だけ

か？

A.8.6

受信バッファには，ユーザ・データ，パディング，トレイラを含む AAL5 CPCS-PDU全体が格納されます。

第 8章　受信動作
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Q.8.7   
T1エラー検出に関する T1タイム・レジスタ（T1R）の設定を教えてほしい。

A.8.7

T1Rレジスタの設定は，システム・クロック時間（SCLK入力）ｘ64Kとして適用されます。たとえば T1R = 5

と設定すると，T1エラー検出までの時間は 320Kクロック（SCLK = 25 MHzのとき約 13.1 ms）となります。

Q.8.8   
Rawセル用受信プールを AAL5用受信プールと共用できるか？

A.8.8

できません。Rawセル用受信プールと AAL5用受信プールは別に設定してください。

Q.8.9   
Rawセル用受信プールとしてプール 0-7が割り当てられているが，プール 0-7のすべてを Rawセル用として

使用可能か？それとも，プール 0-7のうちの 1つを Rawセル用として使用可能か？

A.8.9

プール 0-7のすべてを Rawセル用として使用可能です。

Q.8.10   
受信プール・ディスクリプタの Alert levelについて教えてほしい。Alert levelの設定および割り込みは，Raw

セル用プールでも有効か？

A.8.10

Alert levelの設定および割り込みは，Rawセル用プールでも有効です。µ PD98401Aでは，Rawセル用プールの

場合は無効です。

第 8章　受信動作
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Q.8.11   
VRRレジスタの VFMビットにアクセスできないが，なぜか？

A.8.11

VFMビットは，µ PD98405の Ver3.1（VERレジスタ = 0103h）以降に新設されたビットです。Ver3.0（VER

レジスタ = 0102h）では，このビットは存在せず，VRR レジスタ bit30 はリード・オンリーで値は 0 です。

Ver3.0では，常に VPI/VCIフィルタリング機能イネーブルになります。

Q.8.12   
VRRレジスタにおいて VPI/VCIフィルタリング機能イネーブル（VFMビット = 0）にしている場合の受信セ

ル廃棄について教えてほしい。

A.8.12

SHIFT によって無効となるフィールドが 0 以外の VPI/VCI 値を持つセルを受信すると，µ PD98405 はそのセ

ルを廃棄します。また，RUECレジスタをカウントアップします。

MASK によって無効となるフィールドが 0 以外の VPI/VCI 値を持つセルを受信しても，µ PD98405 はそのセ

ルを廃棄しません。

　　　SHIFTによって無効となる領域（SHIFT = 4の場合）

：SHIFTによって無効となる領域

VPI上位 VPI下位 VCI上位 VCI下位

VPI上位 VPI下位

SHIFT = 4-bit

VCI下位

VPI 8-bit VCI 16-bit

　　　MASKによって無効となる領域（MASK = 00FFhの場合）

：MASKによって無効となる領域

VPI下位

SHIFT = 4-bit

VCI下位

MASK = 00FFh

第 8章　受信動作
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Q.8.13   
受信 VCテーブルおよび受信インディケーションの UINFOフィールドの使用方法を教えてほしい。

　

A.8.13

受信 VCテーブルの UINFOフィールドに設定された値が，受信インディケーションの UINFOフィールドにそ

のまま格納されます。ユーザは，ユーザ情報として任意の用途で UINFO フィールドを使用できます。また，

UINFOフィールドを使用しなくても問題ありません。

Q.8.14   
受信インディケーションの Packet sizeフィールドについて教えてほしい。

A.8.14

Packet size フィールドは，受信パケットのサイズを示します。パケット・サイズはセル単位またはバイト単

位の選択ができます。ただし，エラー発生時の受信インディケーションでは，Packet size フィールドは必ず

セル単位で通知されます。また，このときのパケット・サイズは，エラー発生前までに受信して受信バッファ

に格納したセル数になります。

第 8章　受信動作
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第9章   送受信動作

Q.9.1     

送受信動作中に，送受信 VCテーブルの内容を変更することはできるか？

A.9.1

送受信動作中は，VCテーブルの内容を変更することはできません。ただし，受信 VCテーブルの Word12 は除

きます。

Q.9.2   
VPI/VCIは何ビットまでサポートできるか？

A.9.2

送信側は，任意の 24ビット VPI/VCI値を設定して送信可能です。受信側は，24ビット VPI/VCI値を 16ビット

にリダクションしてサポートします。

　受信側 VPI/VCIリダクションについて

VRRレジスタ SHIFT値により，VPIを VCI側にシフトして 16ビット VPI/VCI値を生成します。

SHIFT = 0の場合は，VCI値 16ビットのサポートになります。

：リダクションにより無効となる領域

VPI上位 VPI下位 VCI上位 VCI下位

VPI上位 VPI下位

SHIFT=4-bit

VCI下位

VPI 8-bit VCI 16-bit

VPI/VCIリダクションについて
SHIFT=4の場合

Q.9.3   
CRC-32演算はどの部分に適用されるか？

A.9.3

User data, Padding, CPCS-UU, CPI, Lengthの CPCS-PDUフレーム全体にかかります。
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Q.9.4   
Rawセル受信時も受信インディケーションが発行されるか？

A.9.4

Rawセル受信時は，受信インディケーションが発行されません。Rawセル受信時は，Rawセル・データとし

て受信バッファに格納され，Rawセル受信割り込み（GSRレジスタ RCR7- RCR 0ビット）のみで通知され

ます。

送信側では，Rawセル送信時も送信インディケーションが発行されます。

第 9章　送受信動作
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第10章   コマンド

Q.10.1   
パケット送信中の VC（アクティブ状態の VC）に対して Tx_Ready コマンドが発行されるとどのようになる

のか？

A.10.1

その Tx_Readyコマンドは無視されます。ただし，コマンドとしては受け付けられコマンド FIFO未使用の場

合，CMRレジスタの Busyビットも所定時間セットされます。

Q.10.2   
Close_Channelコマンドの R/Tビットについて，送信または受信 VCの設定を間違えて発行したらどうなるの

か？

A.10.2

µ PD98405は，送信または受信 VCそれぞれに対応したクローズ処理を行うので，R/Tビットの設定を間違え

ると誤動作する可能性があります。

Q.10.3   
Indirect_Accessコマンドでコントロール・メモリにアクセスするとき，1回の発行で複数アドレスにアクセス

できるか？

A.10.3

できません。1回の発行で 1アドレスのリードまたはライトになります。

Q.10.4   
Indirect_Accessコマンドで内蔵 PHYレジスタまたは外部 PHYデバイスにアクセスするとき，TGTフィール

ドの設定を教えてほしい。

A.10.4

TGT = ”11”, “10”どちらの設定でも内蔵 PHYレジスタまたは外部 PHYデバイスにアクセスできます。

TGT = ”11”のとき内蔵 PHYレジスタ・アクセス，TGT = “10”のとき外部 PHYデバイス・アクセスの設定とい

うわけではありません。
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Q.10.5   
NOPコマンドはどのようなときに使用するのか？

A.10.5

受信 VC をクローズする際に，受信ルックアップ・テーブルをディスエーブルにしたあと，2 回の NOP コマ

ンドを発行します。次のようなフローになります。

(1) 受信ルックアップ・テーブル・ディスエーブル

(2) NOPコマンド 2回発行

(3) 受信 Deactivate_Channelコマンド発行

(4) 受信 Close_Channelコマンド発行

第 10章　コマンド
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第11章   ループバック

Q.11.1     

ループバック・モードでも MIBカウンタは有効か？

A.11.1

有効です。MIBカウンタは，送信セル数やループバックで受信した受信セル数などをカウントします。

Q.11.2   
SARループバック・モード時，PHY側（UTOPIAインタフェース）に有効データを出力するか？

A.11.2

出力しません。UTOPIAインタフェースの TENBL_Bをディアサート（ハイ・レベル）して，無効データとな

ります。

Q.11.3   
SARループバック・モード時，UTOPIAインタフェースの端子状態はµ PD98405の送受信動作に影響するか？

A.11.3

影響しません。たとえば，UTOPIA インタフェースの TCLAV/RCLAV が無効となっていても，µ PD98405 は

問題なく送受信を行います。
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Q.11.4   
SARループバック・モードと PHYループバックの RPLPモードは同時に設定して使用できるか？

A.11.4

同時使用できます。

SARループバック・モードと PHYループバックの TPLPモードは，同時使用できません。

SAR PHY

SAR LP

TPLP

HOST
CPU

RPLP

Line

Q.11.5   
PHYループバックの TPLPモード時，受信回線側からデータを受けると（光ケーブルがつながっている場合），

ループバック動作に影響するか？また，光ケーブルがつながっていない場合，LOS などの回線障害が発生す

るか？

A.11.5

TPLPモードにおいて，受信回線側から受けるデータは影響しません。また，受信側回線接続／断にかかわら

ず，回線障害は発生しません。

第 11章　ループバック
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第12章   PHY

Q.12.1     

受信クロック・リカバリで抽出した受信クロックを送信側の参照クロックとして使用できるか？また，網同期

を実現できるか？

A.12.1

送信シンセサイザの参照クロックは，REFCLK入力（19.44 MHz）のみです。送信側を受信クロックに同期さ

せる網同期はサポートできません。
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第13章   レジスタ

Q.13.1     

ADDRレジスタの機能について教えてほしい。

A.13.1

汎用バス・モードのときに，最後に実行した DMA転送のアドレスを格納するテスト用レジスタです。PCIバ

ス・モードのとき，このレジスタは無効です。

Q.13.2   
ECCR，ERDRレジスタの初期化について教えてほしい。

A.13.2

ソフトウエア・リセット後，ECCR，ERDRレジスタは初期化されません。ハードウエア・リセット後初期化

され，その初期値は，ECCR = 0，ERDR = 不定になります。

Q.13.3   
PCPR1, PCPR2レジスタは，各ウインドウ・レジスタをリードするごとに，対応するビットが自動的に 0→1

などと変化するが，PCPR1, PCPR2レジスタの各ビットに，たとえば 0をライトして，カウンタの下位部分

をリードすることは可能か？

A.13.3

可能です。PCPR1, PCPR2 レジスタの対応するビットに 0/1 を強制的にライトして，その後カウンタの所望

部分をリードすることができます。

Q.13.4   
ABR機能を使用しない場合，ALAレジスタ = TOSレジスタと設定して，ABRルックアップ・テーブルの領

域をなくすことは可能か？

A.13.4

可能です。ABR機能を使用しない場合，ABRルックアップ・テーブル領域は必要ありません。
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Q.13.5   
GSRレジスタ PIビットのクリア条件は，PHY割り込みモードの設定（MDR2レジスタ）に関係するか？

A.13.5

関係しません。GSRレジスタ PIビットは常にリード・クリアです。

Q.13.6   
GMRレジスタの SE, REビットを送受信動作中にクリアして，送受信を一時停止することは可能か？

A.13.6

可能です。SE, REビットが再セットされると，送受信を再開します。ただし，SE, REビットがクリアされて

いるあいだは，送信が停止するのでその間のレート調整は設定どおりに動作しません。受信側では，その間に

受信したセルは内部で廃棄されます。

Q.13.7   
VERレジスタの値を教えてほしい。

A.13.7

Ver3.0：VER = 0102h

Ver3.1：VER = 0103h

その他のバージョンにつきましては，NEC販売員までお問い合わせください。

Q.13.8   
TBWレジスタと AUBレジスタの設定は，ABRを使用しないときでも必要か？また，この設定は VBRの総帯

域に影響するか？

A.13.8

ABRを使用しないとき，TBWレジスタと AUBレジスタの設定は必要ありません。また ABRを使用しないと

き，この設定は VBRの総帯域には影響しません。

第 13章　レジスタ
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第14章   JTAG

Q.14.1     

JTAG未使用時，JTAG機能をリセットする方法について教えてほしい。

A.14.1

JTAGリセットについては，JRST_B端子を使用しない方法と使用する方法があります。

JRST_B 端子を使用しない場合：

JRST_B端子がプルアップされている状態で，JMS，JCK端子を使用して JTAG機能をリセットできます。

JMS端子がプルアップされている状態で JCK端子にクロックを 5回入れてください。

JRST_B 端子を使用する場合：

JRST_Bおよび JMS 端子がプルアップされている状態で，JRST_B 端子にロウ・レベル入力すると JTAG

機能をリセットできます。このときのロウ・レベル幅は SCLK 入力の 1 クロック・サイクル以上入力して

ください。JRST_B 端子を常にロウ・レベルに保持すると（プルダウンなど），JMS 端子状態などに関係

なく JTAG機能はリセットされます。
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第15章   AC/DC 特性

Q.15.1     

内蔵 PHY機能を使用しない場合の消費電流はいくつか？

A.15.1

内蔵 PHY 機能を使用しない場合など，特別な条件での消費電流は規定していません。通常動作時のみの消費

電流をµ PD98405  データ・シートに記載しています。内蔵 PHY 機能を使用しない場合の消費電流について

は，通常時とほぼ同じです。

Q.15.2     

VDD5端子に+5V電源を供給する場合，+5V電源に対する消費電流はいくつか？

A.15.2

+5V電源は，PCIバス・インタフェースの 5V耐圧のためだけに使用され内部動作には影響しません。このた

め，VDD5端子に+5V電源を供給する場合でも消費電力は，通常時消費電流（µ µ µ µ PD98405　　　　データ・シート参照）

ｘ3.3Vで計算してください。

Q.15.3     

コントロール・メモリ，UTOPIAインタフェースに 5Vデバイスを直接接続することは可能か？またそのとき

の VDD5端子の処理は関係するか？

A.15.3

コントロール・メモリ，UTOPIAインタフェースに 5Vデバイスを直接接続することが可能です。このとき VDD5

端子に供給される電源は関係ありません。VDD5端子は，5V PCIインタフェースを使用するときのみ+5Vを供

給する必要があります。
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第16章   その他

Q.16.1     

リセット後，20クロック間（SCLK入力）のアクセス禁止は，ハードウエア・リセット後だけか？

A.16.1

ハードウエア／ソフトウエア・リセットともに 20クロック間アクセス禁止です。

Q.16.2   
ハードウエア・リセット（RST_B端子のロウ・レベル入力）とソフトウエア・リセット（SWRレジスタへの

ライト動作）でデバイスの初期化動作に違いはあるか？

A.16.2

基本的に同じ初期化動作になりますが，次のような違いがあります。

ソフトウエア・リセット後は，PCIコンフィグレーション・レジスタおよび ECCR, ERDRレジスタは初期化さ

れません。また，EEPROMの接続チェックも行いません。
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［メ　　モ］
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［メ　　モ］
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